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切った枝はチップにして肥料に

▲みかんの

サイズを選

別する機器

▶仕上げに貼

るシール

豊前市在住の親⼦記者が、 市内の様々な企業や団体等を取材し

た記事を掲載する同コーナー。 ２ 回⽬は、 永井奈緒美さん・ 伶

奈ちゃん親⼦です。

“ 良いみかん” を育てるための「 摘果」

de

 今回私たち親⼦は、周防灘に⾯した⼭の斜⾯を⽣かしてみかんを

栽培する「 ⼩栁農園」 へ。 取材時の８⽉は、 摘果（ てきか＝間引

き） の時期。摘果や肥料となるチップ作り等を体験してきました。

 ⼭の斜⾯は農産物を栽培するのに難しい⼟地ですが、

みかんは斜⾯での栽培に適しており、 豊前市の緑の豊

かさの⼀役を担っています。

 また、 みかんの⽣産の過程で枯れ枝を使い、 それを有

機肥料に使⽤することは、 廃棄物の再利⽤と⼭林の⽣物

多様性に配慮した素晴らしい取組だと思います。

 温暖な気候のもと⽇光をたく さん浴びたおいしいみか

ん。 それを消費者に届け喜んでいただいているお仕事

は、 苦労も多いけれどやりがいもあると感じました。

 

■ 現在、 取材を希望される企業・ 団体および、 取材に⾏って記事を

書いてみたいという 親⼦記者を募集中。

周防灘に⾯した⼭の斜⾯で元気に育つ

豊前のみかんに癒やされたひととき

SD G ｓ ⾒つけた！

取材協力　 小 農園（  080-1783-1590）

※12月から「 みかんの収穫」 のお仕事をしてく れる方を募集中。

　 詳細は同農園（ 上記） か、 「 おしごとパレッ ト 」 （  0979-64-7575／

　 平日9：00～17：00） へ電話で問い合わせを。

 枝葉のすみずみまで⽇光が届く ように、

また、 みかんの栄養状態を良く するため

に、 ２ ⽉中旬∼ ３ ⽉に剪定（ 枝を切る作

業） を⾏う とのこと。 切った枝は、 専⽤機

器でチップにして、 肥料として活⽤されて

いるそうです。 エコですね！

ココに注目

注目① SDGs目標8  働きがいも   経済成長も

★おいしいみかん生産で得られる働きがい

注目② SDGs目標12  つく る責任  つかう責任

★廃棄物の発生防止、 削減、 及び再生利用

注目③ SDGs目標15  陸の豊かさも守ろう

★有機肥料を使った自然や生物多様性の維持

「 摘果が終わったら、 いよい

よ収穫です」 「 ⽢∼ く 育って

ますよ」 と、 「 ⼩栁農園」 の

⼩栁鉄志さん＆京⼦さん夫妻

案 内 人

※取材中の動画を「 おしごとパレッ ト 」 のI n stag r am

（ ＠osh ig otopalette） で公開中

７⽉∼ 10⽉上旬、

まだ⻘い鈴なり
の

みかんを摘果

撮影　 juri (Inst agram　 @juri0_ 902）

Vol.2 3

【 お問合せ・ 感想は】  総合政策課 地域創⽣推進係 ☎ 8 2 -1 1 2 4

 ⼭道を⾞で上り、 いざ景⾊の

良いみかん畑へ。 早速「 摘果」

の仕⽅を教えてもらいました。

 恐る恐る、 初・ 摘果に親⼦

で挑戦。 枝を傷つけないよう

にやさ し く 、 鈴なり に実った

みかんを間引いていきます。

 その後、 ⼤きく ⽢く 育った

みかんは、 サイズ別に分けら

れ出荷されていきます。

▲剪定した枝は専⽤機

器でチップに ▶チッ

プは肥料として使⽤

「 収穫時期で『 極早⽣（ ごく わせ） 』 『 早

⽣』 『 中⽣（ なかて） 』 『 晩⽣（ おく

て） 』 と分類されているんですね。 勉強に

なりました」 （ 奈緒美さん） 、 「 摘果、 楽

しかったよ！」 （ 伶奈ちゃん）

親⼦記者の永井奈緒美さ

んと伶奈ちゃん（ ６歳）

取材協力　 ニコン日総プライム　 NNPシリーズSDGs連載担当

　 　 　 　 　 水谷洋司・ 角田雅信・ 岩崎裕子・ 宮川清希・ 二塚正明

Vol.40
私たちと私たちの大切な人が持続可能で

あるために。豊前で始める、最初の第一歩。

豊前 の おしごと

親子de体験隊
豊前市在住の親子記者が、市内の様々な企業や

団体を取材した記事を掲載する同コーナー。

18 回目は、永井奈緒美さん、伶奈さん（7歳）

親子です。

農業を未来へ！〝豊前愛〟あふれる

農家さんを取材してきました♪
今回私たちは、日々農作業に励んでいる「株式会社アグ

リネックス」を取材してきました。手がけている農作物は

お米やスイートコーン、ブロッコリー、大豆など多彩。

各家庭でおいしく楽しく食べてもらうために、どの作業

工程も丁寧に取り組まれているとのこと。

お米やスイートコーンは、ふるさと納税の返礼品として

も選ばれている逸品です！
広い畑いっぱいに育ったブロッコリー

を、手作業で収穫していく際に活躍する

のが専用の台車。畝間に車輪を入れて、

押し進めながら収穫作業をしていきます。

収穫したブロッコリーを乗せた台車を押

すお手伝いをさせてもらいました♪

より働きやすくする工夫あり

まずはブロッコリーの収穫体験。一つずつ鎌を使って収

穫していきます。その後は「畑の横で茎を同じ長さにカッ

ト」→「袋入れ」→「出荷」の流れとなります。食卓に届

くまでの工程を知り、より味わって食べようと思いました。

▲「どんどん台車に積
んで運んでいくよ～」

農作物を作るうえで重要となるのが

土と水。「豊前の土は、エリアごとに

さまざまな栄養分を含んでいて、農作

物づくりにとても適しています。さら

に水質も良いので、おいしい野菜が育

つんですよ」と尾家さん。

地元の魅力を再確認することができ

た、楽しい取材でした♪

S D G s
未来へ続く農業を目指し、豊かな自然に恵まれた豊前でおい

しい農作物づくりを目指す「株式会社アグリネックス」さん。

豊前の栄養たっぷりの土や水を活かし、丁寧な作業で育てられ

る野菜は格別のおいしさです。作業の工夫にも熱心で、持続可

能な農業を推進されていることも素晴らしいです。さらに、ふ

るさと納税の返礼品として全国の食卓に産品を届け、豊前の魅

力を広く発信してくれています。農作物が食卓に並ぶまでにた

くさんの手間と工夫があることを知り、より感謝して大切に味

わいたいですね。

取材協力（株）ニコン日総プライム NNPシリーズSDGs連載担当

水谷洋司・五代厚司・岩崎裕子・福原丸未・宮川清希

見つけた！

■ 取材を希望される企業・団体および取材にいって記事を書いて

みたい親子記者を募集中。

【お問合せ】 総合政策課 地域創生推進係 ☎︎ ８２ – １１２４

案内人

代表取締役 尾家 正人さん

「皆さんの食卓に笑顔を届けるため、

地元である豊前市の地でお米やスイート

コーンなどの農作物の生産に励んでいます」

写真１写真１

取材先 の SDGsポイント！

取材協力 株式会社アグリネックス（℡ 0979-64-7160 ）

撮影 Juri (＠juri0_902）

アイコン

標2「飢餓をゼロに」
未来に繋がる持続可能な農業で地域の食料供給に貢献

アイコン

アイコン

ポイント① SDGs目標2 飢餓をゼロに

★未来に繋がる持続可能な農業で地域の食料供給に貢献

ポイント② SDGs目標8 働きがいも経済成長も

★農業の魅力を発信し、地域に寄り添いながら地域農業を発展

ポイント③ SDGs目標１２ つくる責任 つかう責任

★地域の土壌や水を活かした農作物生産により、環境にやさし
い農業を実現

※撮影中の様子は「おしごとパレット」のInstagramにて公開中

Instagram ID：＠oshigotopalette

▶︎▶︎▶︎

▲「農作業用のトラクター

に乗車。迫力満点でした！」

取材先 ▶︎株式会社アグリネックス

豊前の土や水には栄養がたっぷり

▶︎▶︎▶︎

同
じ
長
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に
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を
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ッ
ト

▲「やった～、ブロッコリーがとれたよ！」
かま

くき

うねま


